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通学路における緊急合同点検について 

１ 目的 

令和３年６月に千葉県八街市で、見通しの良い直線道路において下校中の児童の

列にトラックが衝突し５名が死傷する事故の発生を受け、通学路における交通安全

を一層確実に確保するため、通学路の緊急合同点検を実施する。 

２ 対象 

 区立小学校８校の通学路 

３ 点検内容及び実施期間 

（１）学校から合同点検実施候補箇所の抽出・報告     ＜令和３年９月＞ 

八街市の事故に鑑み、主に３つの観点による危険箇所を抽出・報告 

○見通しのよい道路や幹線道路の抜け道になっている道路など車の速度が上が

りやすい箇所、大型車の進入が多い箇所 

○過去に事故に至らなくてもヒヤリハット事例があった箇所 

○保護者、見守り活動者、地域住民等から区への改善要請があった箇所 

（２）教育委員会等による合同点検及び対策必要箇所の抽出 ＜令和３年 10 月＞ 

①（１）により学校から報告があった箇所について、道路管理者、警察署及び教

育委員会による合同点検を実施 

②学校、道路管理者及び警察署と協議し、対策必要箇所を抽出 

（３）対策案の協議                   ＜令和３年 12 月＞ 

対策が必要な箇所について、道路管理者及び警察署からの技術的助言を得なが

ら対策案を協議 

４ 点検を踏まえた対策 

（１）道路標示対策（白線の溶着等）   １箇所 

（２）交通安全対策（横断歩道の設置等） ２箇所 

 

 

 

 

教 育 委 員 会 資 料 
令和４年２月 22 日 
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５ 点検結果詳細 

（１）道路標示対策 

 

（２）交通安全対策（横断歩道の設置等） 

 

① 

位置・形状 千代田区富士見一丁目５ 
 

危険理由 
歩道が狭く、歩車道の一部が

はっきりしない。 

対策内容 
歩車道を区別する白線表示

の塗り直し 

対策担当 道路管理者 

① 

位置・形状 
麹町二丁目８と 

麹町二丁目６・丁字路 

 

危険理由 
多くの児童が通行するが、信

号機、横断歩道がない。 

対策内容 横断歩道の設置 

対策担当 交通管理者 

② 

位置・形状 千代田区九段北４－１ 

 

危険理由 
児童が通行するが、横断歩道

がない。 

対策内容 横断歩道の設置 

対策担当 交通管理者 
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新型コロナウイルス感染症との闘いは、感染の拡大と縮小を繰り返しながら２年が

経過しました。この間、社会全体が閉塞感に覆われ、これまで私たちが当たり前とし

てきた日常に大きな影響を及ぼしました。現在、新たな変異株・オミクロン株による

感染の第６波が到来し、予断を許さない状況が続きますが、私たちはこうした事態に

翻弄されることなく、希望に満ちた未来に向けて、生活に明るさと賑わいを取り戻し、

心豊かな地域社会を築いていくために、着実に前に進んでいかなければなりません。 

 

一方、私たちはコロナ禍を経験することによって、改めて、日常の中で見直すべき

点が多くあることに気づかされました。新しい生活様式への移行、ＤＸの推進、働き

方改革など、社会システムの変革が求められており、こうした課題解決に着手するこ

とは、もはや待ったなしの状況となっています。 

 

そこで、ウィズコロナ・アフターコロナを踏まえた社会の大転換期に対応する取組

みを積極的に進めていきます。その中でも、コロナ禍で気づかされた課題解決のため

の取組みに関しては、単にコロナ禍以前の日常に戻るのではなく、希望に満ちた未来

を描いていくための新たな一歩を踏み出すことが重要です。これまでの常識を変革さ

せようとする機運が醸成されつつある今、千代田区は、コロナ禍という未曽有の危機

を「チャンス」と捉え、様々なことに果敢に「チャレンジ」し、未来に向けた「チェ

ンジ」を促すあらゆる取組みをスタートさせていきます。 

 

令和４年度は、「チャンス」、「チャレンジ」、「チェンジ」を強く意識しながら、様々

な施策を前進させていきたいと考えていますが、同時に「多様性を認め合い、包摂す

る社会」をめざし、誰一人取り残すことなく、様々な立場の方々に寄り添った形で諸

施策を展開していきます。 

 

具体的な取組みの柱は次の４つです。 

１ 区の業務全般を、業務の重要度や効率性の観点から、また、職員の働き方改革

の観点から見直し、より質の高い区民サービスを安定的に提供できるようにする

ために、幅広い業務のデジタル化を加速させる「千代田区ＤＸ」を進めます。 

２ 地球環境の問題を見据えた「２０５０ ゼロカーボンちよだ」の実現に向けて、

区内外の先進的技術や知見を有する主体と連携して、脱炭素化への取組みを加速

します。 

３ 「居心地の良いまちづくり」をめざして、まちの明るさと賑わいを創出するた

めのソフト事業と並行して、「ウォーカブルなまちづくり」に着手し、「つながる

都心」の実現に向けて踏み出します。 

希望の明日
あ す

につなぐ あけぼの予算 

予算の特徴 1 
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４ これまでの新型コロナウイルス感染症対策を通じて培った知見と教訓を活かし

て、区民の「命と健康を『まもる』取組み」を徹底して進めることはもちろん、

「生活を『ささえる』取組み」、「明るさや賑わいを『つくる』取組み」を進めま

す。 

 

令和４年度当初予算（案）は、区民の皆さまの日々の生活をしっかりと支える施策

を展開しながら、希望に満ちた未来を切り拓いていくため、まさに夜明けを迎えよう

としている今を捉えた「希望の明日につなぐ あけぼの予算」として、これまで積み立

ててきた基金を投じ、全会計では８１７億１７百万円、うち一般会計は６９１億７７

百万円を計上し、ともに過去最大規模となりました。 

 

本区は、未曾有の危機といわれる状況下にあっても、そして区民の皆さまの明るい

未来を拓き、持続可能な社会の発展を実現させるために、力強い区政運営を行い、令

和４年度も、さらに前進していきます。 

                             

 

千代田区長 樋󠄀口高顕 
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●令和４年度の全会計合計の予算規模は、817 億 17 百万円、前年度対比 52 億 44 百万円、

6.9％の増となり、全会計合計の当初予算規模としては、過去最大となりました。 

●一般会計は、691 億 77 百万円、前年度対比 52 億 26 百万円、8.2％の増となり、一般会

計の当初予算規模としては、過去最大となりました。なお、区民一人あたりの予算額は 103

万２千円（※）となりました。 

●国民健康保険事業会計は、58 億 14 百万円、前年度対比△17 百万円、△0.3％の減となり

ました。 

●介護保険特別会計は、47 億 47 百万円、前年度対比△46 百万円、△1.0％の減となりまし

た。 

●後期高齢者医療特別会計は、19 億 79 百万円、前年度対比 82 百万円、4.3％の増となり

ました。 

 

（※）令和４年度一般会計予算額を令和４年 1 月 1 日現在の住民基本台帳人口 67,049 人で除して算出した額で

す。（千円未満は四捨五入しています。） 

 

 

 各会計予算の編成状況 

 

 
※令和３年度予算は、同時補正予算を含む数値です。 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計等と一致しない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

会 計 名 令和４年度 令和３年度 増(△)減額 増(△)減率

一 般 会 計 69,177 63,952 5,226       8.2%

国 民 健 康 保 険 事 業 会計 5,814 5,831 △17    △0.3%

介 護 保 険 特 別 会 計 4,747 4,793 △46    △1.0%

後期高齢者医療特別会計 1,979 1,897 82       4.3%

全 会 計 合 計 81,717 76,473 5,244       6.9%

各会計予算の規模 2 
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●特別区税は、前年度対比７億 75 百万円、4.0％の増となりました。このうち特別区民税は、

課税標準額の増などにより、前年度対比４億円、2.3％の増、特別区たばこ税は、売渡本数

の増などにより、前年度対比３億 74 百万円、16.3%の増となりました。 

●地方消費税交付金は、徴収猶予の特例により本来令和２年度に交付される交付金が令和３年

度に繰り越されたことの反動による減などにより、前年度対比△２億円、△2.1％の減とな

りました。 

●特別区交付金は、公共施設改築工事費の臨時的算定による基準財政需要額の増などにより、

前年度対比 17 億 64 百万円、45.3％の増となりました。 

●使用料及び手数料は、「道路占用料」の改定に伴う 13 億円の増などにより、前年度対比 13

億 75 百万円、22.3％の増となりました。 

●国庫支出金は、「障害者自立支援給付費」２億 34 百万円、「新型コロナウイルスワクチン接

種体制確保事業費補助金」２億 14 百万円、「私立保育園保育実施運営費」１億 91 百万円、

「私立保育所等整備費補助金」１億 63 百万円の増などにより、前年度対比８億 17 百万円、

17.3％の増となりました。 

●都支出金は、外濠の水質改善対策に伴う「事務処理特例交付金」２億円の増などにより、前

年度対比２億 23 百万円、6.9％の増となりました。 

●諸収入は、「特別区競馬組合分配金」２億円の増などにより、前年度対比２億 63 百万円、

15.2％の増となりました。 

 

歳入予算額の推移 

 

   

歳入予算（一般会計） 3 
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歳入予算一覧表 

 

※令和３年度予算は、同時補正予算を含む数値です。 

※入湯税は地方税法に基づき、観光の振興経費へ活用します。 

※地方譲与税のうち、森林環境譲与税（19,020 千円）については、森林の整備及びその促進に関す

る費用に活用します。 

※地方消費税交付金のうち、平成 26 年度の消費税法改正に伴う税率改定分については、社会保障費

へ活用します。 

区　分 令和４年度予算額 令和３年度予算額

　科　目 金　　額 構成比 金　　額 構成比
千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 特 別 区 税 20,267,827 29.3 19,492,865 30.5 774,962 4.0 

特 別 区 民 税 17,553,718 25.4 17,153,605 26.8 400,113 2.3 

軽 自 動 車 税 35,415 0.1 34,663 0.1 752 2.2 

特 別 区 た ば こ 税 2,675,524 3.9 2,301,427 3.6 374,097 16.3 

入 湯 税 3,170 0.0 3,170 0.0 0 0.0 

2 地 方 譲 与 税 289,020 0.4 284,700 0.4 4,320 1.5 

3 利 子 割 交 付 金 45,000 0.1 45,000 0.1 0 0.0 

4 配 当 割 交 付 金 250,000 0.4 210,000 0.3 40,000 19.0 

5 株式譲渡所得 割交 付金 300,000 0.4 250,000 0.4 50,000 20.0 

6 地 方 消 費 税 交 付 金 9,400,000 13.6 9,600,000 15.0 △200,000 △2.1 

7 自 動 車 取 得 税 交 付 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0 

8 環 境 性 能 割 交 付 金 60,000 0.1 55,000 0.1 5,000 9.1 

9 地 方 特 例 交 付 金 33,000 0.0 40,000 0.1 △7,000 △17.5 

10 特 別 区 交 付 金 5,654,422 8.2 3,890,749 6.1 1,763,673 45.3 

11 交通安全対策特別交付金 25,000 0.0 25,000 0.0 0 0.0 

12 分 担 金 及 び 負 担 金 910,900 1.3 859,982 1.3 50,918 5.9 

13 使 用 料 及 び 手 数 料 7,528,361 10.9 6,153,235 9.6 1,375,126 22.3 

14 国 庫 支 出 金 5,534,508 8.0 4,717,248 7.4 817,260 17.3 

15 都 支 出 金 3,453,197 5.0 3,229,884 5.1 223,313 6.9 

16 財 産 収 入 313,933 0.5 291,908 0.5 22,025 7.5 

17 寄 附 金 10,505 0.0 40,504 0.1 △29,999 △74.1 

18 繰 入 金 13,013,428 18.8 12,940,006 20.2 73,422 0.6 

19 繰 越 金 100,000 0.1 100,000 0.2 0 0.0 

20 諸 収 入 1,988,262 2.9 1,725,609 2.7 262,653 15.2 

歳 入 合 計 69,177,364 100.0 63,951,691 100.0 5,225,673 8.2 

増(△)減額 増(△)減率
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（1）目的別歳出 

 

●議会費は、議員数の減に伴う「議員報酬」△11 百万円の減などにより、前年度対比△10 百

万円、△2.2%の減となりました。 

●子ども費は、「四番町保育園・児童館仮施設整備・運営」７億 25 百万円の増などにより、

前年度対比９億円、4.8％の増となりました。 

●保健福祉費は、新型コロナウイルス感染症対策に伴う「ＰＣＲ検査助成」完了による△５億

24 百万円の減などにより、前年度対比△６億 33 百万円、△7.0％の減となりました。 

●地域振興費は、「喫煙所設置対策」２億８百万円、「（仮称）四番町公共施設整備」の事業進捗

による１億 31 百万円の増などにより、前年度対比３億 40 百万円、5.8％の増となりまし

た。 

●環境まちづくり費は、「外濠公園総合グラウンド整備」５億 11 百万円、「自転車通行環境整

備」２億 80 百万円、「電線類地中化の推進」２億 64 百万円、「建物の耐震化等促進事業」

２億 21 百万円、「（仮称）四番町公共施設整備」の事業進捗による２億 18 百万円、「外濠

の水質改善対策」２億 15 百万円、「橋梁の整備」１億 98 百万円の増などにより、前年度

対比 21 億 79 百万円、25.0％の増となりました。 

●総務費は、「全庁ＬＡＮの保守管理」10 億 18 百万円、「旧和泉町ポンプ所跡地の購入」７

億 50 百万円、「全庁ＬＡＮのリプレース」４億３百万円の増などにより、前年度対比 23 億

22 百万円、36.8％の増となりました。 

●職員費は、新規採用者数や定年退職者数の増などにより、前年度対比４億 12 百万円、3.4％

の増となりました。 

●公債費は、区債償還が進んだことに伴う残高の減により、前年度対比△39 百万円、△71.8％

の減となりました。なお、区債は、令和 4 年度で完済となります。 

●諸支出金は、「後期高齢者医療特別会計繰出金」32 百万円、「介護保険特別会計繰出金」29

百万円の増があるものの、「公共料金支払基金繰出金」完了による△５億円の減などにより、

前年度対比△４億 44 百万円、△17.3％の減となりました。 

  

歳出予算（一般会計） 4 

-7-



 

歳出予算一覧表（目的別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和３年度予算は、同時補正予算を含む数値です。 

 

歳出予算額（目的別）の推移 

 

  

区　分 令和４年度予算額 令和３年度予算額

科　目 金　　　額 構成比 金　　　額 構成比

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 議 会 費 450,077 0.7 460,430 0.7 △10,353 △2.2 

2 子 ど も 費 19,520,940 28.2 18,621,149 29.1 899,791 4.8 

3 保 健 福 祉 費 8,403,382 12.1 9,036,263 14.1 △632,881 △7.0 

4 地 域 振 興 費 6,230,371 9.0 5,890,200 9.2 340,171 5.8 

5 環 境 ま ち づ く り 費 10,896,909 15.8 8,717,886 13.6 2,179,023 25.0 

6 総 務 費 8,632,567 12.5 6,310,636 9.9 2,321,931 36.8 

7 職 員 費 12,446,855 18.0 12,035,277 18.8 411,578 3.4 

8 公 債 費 15,396 0.0 54,548 0.1 △39,152 △71.8 

9 諸 支 出 金 2,130,867 3.1 2,575,302 4.0 △444,435 △17.3 

10 予 備 費 450,000 0.7 250,000 0.4 200,000 80.0 

69,177,364 100.0 63,951,691 100.0 5,225,673 8.2 

増(△)減額 増(△)減率

歳 出 合 計

0

5,000

10,000

15,000
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30 元 2 3 4

（百万円）

（年度）

議会費

子ども費

保健福祉費

地域振興費

環境まちづくり費

総務費

職員費

その他
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（２）性質別歳出 

 

●義務的経費は、前年度対比９億２百万円、4.6％の増となりました。 

●そのうち人件費は、新規採用者数や定年退職者数の増などにより、前年度対比２億 93 百万

円、2.3％の増となりました。 

●扶助費は、「児童手当」△１億 10 百万円の減があるものの、「障害福祉サービス」５億４百

万円、「次世代育成手当」２億 55 百万円の増などにより、前年度対比６億 48 百万円、9.1％

の増となりました。 

●公債費は、区債償還が進んだことに伴う残高の減により、前年度対比△39 百万円、△71.8％

の減となりました。なお、区債は、令和４年度で完済となります。 

●一般行政費は、前年度対比 15 億 92 百万円、4.4％の増となりました。 

●そのうち物件費は、「全庁ＬＡＮの保守管理」９億 80 百万円、「全庁ＬＡＮのリプレース」

４億３百万円、「総合行政システムのリプレース」３億 16 百万円、「外濠の水質改善対策」

２億 15 百万円、「災害対策用物資・機器等の整備」１億 38 百万円、「図書館・図書文化館

事業運営」１億 30 百万円の増などにより、前年度対比 26 億９百万円、12.5％の増とな

りました。 

●補助費等は、「私立保育所等整備補助」２億 65 百万円の増があるものの、新型コロナウイ

ルス感染症対策に伴う「ＰＣＲ検査助成」△５億 10 百万円、「健康危機管理対策」△４億

85 百万円の減などにより、前年度対比△７億 88 百万円、△6.7％の減となりました。 

●繰出金は、「後期高齢者医療特別会計繰出金」32 百万円、「介護保険特別会計繰出金」29 百

万円の増があるものの、「公共料金支払基金繰出金」完了による△５億円の減などにより、

前年度対比△４億 47 百万円、△17.8％の減となりました。 

●投資的経費は、「旧和泉町ポンプ所跡地の購入」７億 50 百万円、「（仮称）四番町公共施設

整備」６億 78 百万円、「外濠公園総合グラウンド整備」５億８百万円、「四番町保育園・児

童館仮施設整備・運営」４億 28 百万円の増などにより、前年度対比 26 億 18 百万円、

37.4％の増となりました。 

 

 歳出予算額（性質別）の推移  
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投資的経費
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歳出予算一覧表（性質別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和３年度予算は、同時補正予算を含む数値です。 

※「その他」は、維持補修費、予備費です。 
 

歳出予算（性質別）構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%

10%

20%
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40%
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30 元 ２ 3 ４

人件費

扶助費

公債費

物件費

補助費等

投資的経費

その他

（年度）

※「その他」は、繰出金、維持補修費、積立金、貸付金、出資金、予備費です。

区　分 令和４年度予算額 令和３年度予算額

科　目 金　　　額 構成比 金　　　額 構成比
千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

20,645,124 29.8 19,742,799 30.9 902,325 4.6 

人 件 費 12,818,992 18.5 12,526,008 19.6 292,984 2.3 

扶 助 費 7,810,736 11.3 7,162,243 11.2 648,493 9.1 

公 債 費 15,396 0.0 54,548 0.1 △39,152 △71.8 

37,740,042 54.6 36,147,995 56.5 1,592,047 4.4 

物 件 費 23,546,179 34.0 20,936,837 32.7 2,609,342 12.5 

補助費等 10,921,074 15.8 11,709,216 18.3 △788,142 △6.7 

繰 出 金 2,061,350 3.0 2,508,133 3.9 △446,783 △17.8 

そ の 他 1,211,439 1.8 993,809 1.6 217,630 21.9 

69,517 0.1 67,169 0.1 2,348 3.5 

1,003,575 1.5 1,003,575 1.6 0 0.0 

111,322 0.2 - - 111,322 皆増

9,607,784 13.9 6,990,153 10.9 2,617,631 37.4 

69,177,364 100.0 63,951,691 100.0 5,225,673 8.2 

積 立 金

貸 付 金

出 資 金

投 資的 経費

歳 出 合 計

増(△)減額 増(△)減率

義 務的 経費

一 般行 政費
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区民生活を支えるために重点的に取り組む施策5

（1） ＤＸの推進や業務の効率化に向けて
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（２） ウォーカブルなまちづくりで 『つながる都心』 の実現へ
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（３） 『２０５０ ゼロカーボンちよだ』 をめざして
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（４）分野別重点施策

① 命と健康を『まもる』取組み
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② 生活を『ささえる』取組み
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③ 明るさや賑わいを『つくる』取組み
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以下の前提条件のもと、今後の財政見通しを作成しました。 

 

 全般的事項  

１ 一般会計で行う全事業を対象に、財源と併せて推計しました。 

２ 経常歳出等のシーリングは、行っていません。 

３ 人口の増加による歳入・歳出への影響を見込んでいます。 

４ 令和４年度予算の数値を基礎として、以下の要因を見込んでいます。 

 

 歳入  

１ 特別区税 

特別区民税、特別区たばこ税、軽自動車税、入湯税の合計です。特別区民税は、人口の

増に伴う納税義務者数の増を見込んでいます。特別区たばこ税は、たばこ売渡本数の減を

見込んでいます。 

２ 地方消費税交付金 

暦日要因による影響を見込んでいます。 

３ 基金繰入金 

様々な目的のために区で設置している各種基金の取崩しです。 

歳出の増減に伴い、財源として繰り入れる基金繰入の増減を見込んでいます。 

４ その他の一般財源 

基金利子については、その利率を固定（0.04％）で見込んでいます。 

５ 国・都支出金、その他の特定財源 

道路占用料の改定による増や歳出の増減に伴う国・都支出金の増減等を見込んでいます。 

 

 歳出  

１ 義務的経費 

法令等で支出が義務付けられており、任意に削減できない経費で、人件費、扶助費（生

活保護費など、社会保障制度の一環として、各種法令等に基づき行う給付に要する経費）、

公債費（区の借金の返済に要する経費）の合計です。 

人件費は、職員数の増による職員給与費の増や定年退職者数の増減による退職手当の増

減等を見込んでいます。扶助費は、人口の増による給付の増を見込んでいます。公債費は、

既発債の償還を見込んでいます。 

２ 投資的経費 

学校、区民施設や道路・橋梁の整備等に係る経費です。施設整備の進捗や計画的な施設

保全経費等を見込んでいます。 

３ 一般的な事業費 

上記１、２以外の全ての歳出で、施設の運営に係る委託料、民間の保育施設や高齢者施

設などへの補助、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険の区負担分等の合計です。 

 

 区債残高（年度末）  

区債の新規発行をせずに既発債を償還した結果、各年度末に見込まれる区債残高です。 

 

 基金残高（年度末）  

各年度の基金繰入や運用利子積立の結果、各年度末に見込まれる基金残高です。 

今後の財政見通し 6 
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令和４年度～令和 13 年度の財政見通し（一般会計ベース） 

  

POINT 今後も健全な財政運営をめざします 

●区の平成 12 年度決算における経常収支比率は 88.5％、人件費比率は 34.7％でした。

そこで区では、平成 13 年度末に「千代田区行財政改革に関する基本条例」を制定し、

経常収支比率 85％程度、人件費比率 25％程度の財政指標を定め、行財政効率化を推

進してきました。その結果、令和２年度決算における経常収支比率は 80.8％、人件費

比率は 15.0％となっています。さらに、道路占用料の改定などの歳入確保や事務事業

の見直し・再構築などにも取り組み、持続可能な財政運営を図ってきました。 

●今回の財政見通しでは、基金は、今後 10 年間で子育てや高齢者施策、施設整備等に

757 億円を活用し、令和 13 年度末残高は 315 億円となる見込みです。 

●また、区では平成 12 年度以降、新たに区債（借金）を発行しておらず、令和４年度で

償還完了（完済）となり、将来世代に負担を残さない財政運営を行っています。 

●引き続き、歳入確保や事務事業の見直し・再構築を行うとともに、様々な行政需要に対

し、基金を有効に活用しながら、「千代田区行財政改革に関する基本条例」で定めた財

政指標を堅持し、健全な財政運営を行っていきます。 

（単位：百万円）

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９～1３年度 合計

69,177 68,338 63,993 62,367 67,732 309,050 640,657

40,583 36,844 37,131 37,179 37,155 196,781 385,673

20,268 20,533 20,802 20,898 21,172 108,646 212,319

9,400 9,500 8,700 9,500 10,300 46,700 94,100

5,654 5,198 6,012 5,164 4,066 21,872 47,966

3,650 0 0 0 0 11,478 15,128

財 政 調 整 基 金 3,650 0 0 0 0 11,478 15,128

1,611 1,613 1,617 1,617 1,617 8,085 16,160

28,593 31,494 26,862 25,188 30,577 112,269 254,983

8,988 8,205 7,929 8,008 8,122 39,522 80,774

9,139 12,523 8,157 5,662 10,905 14,231 60,617

特 定 目 的 基 金 9,139 12,523 8,157 5,662 10,905 14,231 60,617

10,468 10,766 10,776 11,518 11,550 58,516 113,594

69,177 68,338 63,993 62,367 67,732 309,050 640,657

20,645 20,319 21,148 20,968 21,695 110,516 215,291

12,819 12,256 12,951 12,585 13,173 65,659 129,443

職 員 給 与 費 9,602 9,723 9,894 10,046 10,134 52,167 101,566

退 職 手 当 871 175 698 181 680 1,699 4,304

そ の 他 の 人 件費 2,345 2,358 2,359 2,358 2,359 11,793 23,572

7,811 8,063 8,197 8,383 8,522 44,857 85,833

15 0 0 0 0 0 15

9,608 12,287 8,029 6,685 11,687 27,000 75,296

38,924 35,732 34,816 34,714 34,350 171,534 350,070

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

94,222 81,743 73,622 67,992 57,117 31,509

33,454 33,469 33,482 33,495 33,508 22,095

60,768 48,274 40,140 34,497 23,609 9,414

0 △ 12,479 △ 20,600 △ 26,230 △ 37,105 △ 62,713

区 分

歳 入 （ A ）

一 般 財 源

特 別 区 税

国 ・ 都 支 出 金

基 金 繰 入 金

その他の特定財源

地方消費税交付金

その他の一般財源

特 定 財 源

特 別 区 交 付 金

基 金 繰 入 金

歳 出 （ B ）

義 務 的 経 費

人 件 費

扶 助 費

基金残高（対４年度末増減）

差引収支（Ａ）-（Ｂ）

区 債 残 高 （ 年 度 末 ）

基 金 残 高 （ 年 度 末 ）

公 債 費

投 資 的 経 費

一 般 的 な 事 業 費

財 政 調 整 基 金

特 定 目 的 基 金
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（単位：百万円）

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９～13年度 合計

12,789 12,523 8,157 5,662 10,905 25,709 75,745

財政調整基金繰入金 3,650 0 0 0 0 11,478 15,128

旧和泉町ポンプ所跡地の購入 750 0 0 0 0 0 750

財 源 不 足 対 応 分 2,900 0 0 0 0 11,478 14,378

コミュニティ活性化基金繰入金 102 102 102 102 102 510 1,020

商 工 関 係 団 体 等 支 援 事 業 90 90 90 90 90 450 900

地域コミュニティ活性化事業 12 12 12 12 12 60 120

社会資本等整備基金繰入金 6,568 10,316 5,972 3,385 8,548 6,090 40,879

区有施設整備・都市基盤整備等 6,568 10,316 5,972 3,385 8,548 6,090 40,879

地域福祉支援基金繰入金 5 5 5 5 5 25 50

社 会 福 祉 協 議 会 支 援 5 5 5 5 5 25 50

災害対策基金繰入金 274 274 274 274 274 1,370 2,740

備 蓄 物 資 ・ 機 器 等 の 整 備 274 274 274 274 274 1,370 2,740

高齢者福祉基金繰入金 394 398 402 410 414 1,281 3,299

運 営 費 補 助 等 394 398 402 410 414 1,281 3,299

環境対策基金繰入金 233 186 186 186 186 558 1,535

各 種 助 成 制 度 等 233 186 186 186 186 558 1,535

子ども・子育て支援事業基金繰入金 1,562 255 255 256 256 321 2,905

施 設 整 備 補 助 295 19 19 20 20 63 436

運 営 費 補 助 等 1,267 236 236 236 236 258 2,469

新規・拡充事業相当分 0 987 961 1,044 1,120 4,076 8,188

高齢者福祉基金、環境対策基 金、
子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 基 金

0 987 961 1,044 1,120 4,076 8,188

令和４年度～令和13年度の財政見通しにおける基金充当一覧

基 金 繰 入 金 合 計
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各事業の見通し 

 

 事業の継続性を図り、財政の「見える化」をさらに進めるため、新規・拡

充・主要事業の各事業別の見通しを作成しました。 

 

■子ども部 

 

  

参 考 

 

（単位：百万円）

事業名

私立保育所等整備補助（私立保育所） 708 0 0
令和５年度に１園の開設を見込んでいま
す

私立保育所等運営補助（認可保育所） 3,859 4,047 4,080
私立認可保育所数の増加を見込んでいま
す

私立保育所等運営補助（認定こども
園）

404 404 404
引き続き、認定こども園への運営補助を
実施します

地域型保育事業運営補助（家庭的保育
事業）

26 26 26
引き続き、家庭的保育事業への運営補助
を実施します

地域型保育事業運営補助（小規模保育
事業）

54 54 54
引き続き、小規模保育事業への運営補助
を実施します

地域型保育事業運営補助（居宅訪問型
保育事業）

257 257 257
引き続き、居宅訪問型保育事業への運営
補助を実施します

地域型保育事業運営補助（事業所内保
育事業）

176 176 176
引き続き、事業所内保育事業への運営補
助を実施します

認証保育所等運営補助 1,163 1,163 1,163
引き続き、認証保育所等への運営補助を
実施します

病児・病後児保育室運営 15 15 15
引き続き、病児・病後児保育室を運営し
ます

保育士奨学金返済支援助成 15 23 28
引き続き、保育士奨学金返済支援助成を
実施します

学童クラブ事業運営 8 8 8
引き続き、区立学童クラブの運営を実施
します

いずみこどもプラザ運営補助 91 91 91
引き続き、いずみこどもプラザへの運営
補助を実施します

富士見わんぱくひろば事業運営 109 109 109
引き続き、富士見わんぱくひろば事業を
実施します

学校内学童クラブ 192 192 192
引き続き、学校内学童クラブへの運営補
助を実施します

私立学童クラブ運営補助 562 562 562
引き続き、私立学童クラブへの運営補助
を実施します

園内業務支援システム 13 20 20
令和４年度はシステム導入時期を踏ま
え、７か月分の経費としています

保護者の多様なライフスタイルに応じた子育てができる環境を整えます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標 令和4年度

予算額
令和5年度

見込額
令和6年度

見込額 見込額の考え方
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（単位：百万円）

事業名

四番町保育園・児童館仮施設整備・運
営（代替施設の整備）

744 150 150
令和４年度は設計や改修工事等に係る経
費を含んでいます

四番町児童館物品等移設 8 令和４年度完了

四番町保育園物品等移設 9 令和４年度完了

（仮称）四番町公共施設整備（工事
費）

788 1,298 1,210
整備スケジュールに基づき工事を進めま
す（図書館・区営住宅等を含む）

（仮称）四番町公共施設整備（工事監
理委託料）

20 36 35
整備スケジュールに基づき工事を進めま
す（図書館・区営住宅等を含む）

（仮称）四番町公共施設整備（事務
費）

3 3 4
整備スケジュールに基づき工事を進めま
す（図書館・区営住宅等を含む）

次世代育成手当 363 411 411
令和４年度は児童手当の制度改正による
対象者増加後の支給期間を８か月分とし
ています

ベビーシッター利用支援事業 5 5 5
引き続き、ベビーシッター利用支援事業
を実施します

子ども発達センター 100 100 100
引き続き、子ども発達センターを運営し
ます

発達障害等の療育経費助成 5 5 5
引き続き、発達障害等の療育経費助成を
実施します

障害児通所給付事業 94 94 94
引き続き、障害児通所給付事業を実施し
ます

重症心身障害児等支援事業 41 41 41
引き続き、重症心身障害児等支援事業を
実施します

はばたきプラン 20 20 20 引き続き、はばたきプランを実施します

特別支援学級通学支援 83 83 83
引き続き、特別支援学級通学支援を実施
します

国際理解教育の推進 47 48 49
年少人口増に伴う経費の増加を見込んで
います

コオーディネーショントレーニングの
推進

5 5 5
引き続き、コオーディネーショントレー
ニングを実施します

ＩＣＴ学校教育システムの推進 1,100 1,313 1,156
令和５年度は、児童・生徒のタブレット
更新経費のほか、九段中等教育学校のシ
ステムリプレース経費を含んでいます

他者を思いやり、人との関係をより良く築く力を共に育む教育を進めます

グローバル社会で活躍する資質・能力を育て、主体的・協働的・創造的に生きる力を身に付ける質の高い教育を進めます

保護者の多様なライフスタイルに応じた子育てができる環境を整えます

安心して子育てができ、子どもたちがすくすくと育つ地域づくりを進めます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標 令和4年度

予算額
令和5年度

見込額
令和6年度

見込額 見込額の考え方
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（単位：百万円）

事業名

和泉小学校・いずみこども園等施設整
備調査検討

9 － －
令和４年度中に整備計画を策定し、その
後基本設計に向けた準備を進めます

教育施設の整備・維持管理手法の調査
検討

22 － －
令和４年度の調査検討結果を踏まえ、令
和５年度以降今後の管理運営方法への移
行準備を進めます

お茶の水小学校・幼稚園仮校舎運営 180 135
引き続き、本校舎移転までの仮校舎運営
を実施します

お茶の水小学校・幼稚園の整備（工事
費）

1,603 5,452 令和５年度の工事完了を見込んでいます

お茶の水小学校・幼稚園の整備（工事
監理委託料）

46 104 令和５年度の工事完了を見込んでいます

お茶の水小学校・幼稚園の整備（事務
費）

5 5 令和５年度の工事完了を見込んでいます

お茶の水小学校・幼稚園の整備（埋蔵
文化財調査）

84 令和４年度完了

児童・生徒が安全にのびのびと成長できる環境を整えます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標 令和4年度

予算額
令和5年度

見込額
令和6年度

見込額 見込額の考え方
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■保健福祉部 

 

（単位：百万円）

事業名

みんなで助けあう減災のまちづくりを進めます

福祉避難所の防災訓練 4 7 7
令和５年度から防災訓練の実施回数の
増などを見込んでいます

個別避難計画の作成 8 8 8
引き続き、個別避難計画の作成を実施
します

感染症や食中毒等を予防し、発生時には迅速な対応をする体制を整備します

熱中症予防対策 12 12 12
引き続き、熱中症予防対策を実施しま
す

新型コロナウイルス対策 82 － －
新型コロナウイルス感染症の動向を踏
まえ、感染症対策を実施します

新型コロナウイルスワクチン接種対
策

484 － －
新型コロナウイルス感染症の動向を踏
まえ、感染症対策を実施します

一人ひとりの健康づくりを支援します

受動喫煙防止対策 24 24 24
引き続き、受動喫煙防止対策を実施し
ます

健康千代田21の改定 6 8 令和５年度の完了を見込んでいます

高齢者が安心して暮らせる地域づくりに向け、地域包括ケアシステムを構築・推進します

ひとり暮らし高齢者等安心生活支援 3 0 0
令和４年度はお薬手帳を活用した「高
齢者見守りシール」の配付を含んでい
ます

いきいきプラザ一番町管理運営（準
備業務支援）

20 令和４年度完了

高齢者総合サポートセンター管理運
営（遊歩道整備）

19 令和４年度完了

介護人材奨学金支援助成 2 2 2
引き続き、介護人材奨学金支援助成を
実施します

よろず総合相談 62 62 62
引き続き、よろず総合相談を実施しま
す

（仮称）神田錦町三丁目福祉施設整
備の推進

48 － －
整備スケジュールに基づき施設整備を
進めます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標 令和4年度

予算額
令和5年度

見込額
令和6年度

見込額 見込額の考え方
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（単位：百万円）

事業名

認知症高齢者を地域で見守り、支えるしくみを強化します

成年後見制度事務 4 4 4
引き続き、成年後見制度事務を実施し
ます

成年後見センター事業運営助成 54 55 54
令和５年度は、中核機関設置の普及啓
発に係る経費を見込んでいます

認知症支援サービス 7 6 6
令和４年度は、「千代田区認知症サ
ポート企業・大学」の普及啓発に係る
経費を含んでいます

障害があっても暮らしやすい地域をめざします

（仮称）神田錦町三丁目福祉施設整
備の推進

48 － －
整備スケジュールに基づき施設整備を
進めます

福祉タクシー券支給 32 32 32
引き続き、福祉タクシー券支給を実施
します

自動車燃料費助成 1 1 1
引き続き、自動車燃料費助成を実施し
ます

安心して子育てができ、子どもたちがすくすくと育つ地域づくりを進めます

出産・子育て支援 43 43 43
引き続き、出産・子育て支援を実施し
ます

福祉サービスの質の維持・向上に努めるとともに、生活困窮者に対する生活支援を強化します

自立相談支援 48 48 48
引き続き、生活困窮などの自立相談支
援を実施します

ひきこもり対策 10 12 12
令和５年度から相談・支援業務などの
拡充を見込んでいます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標 令和4年度

予算額
令和5年度

見込額
令和6年度

見込額 見込額の考え方
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■地域振興部 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

事業名

清潔で、風格ある、安全・安心なまちづくりを進めます

喫煙所設置対策 572 － －
令和４年度の環境測定結果に基づき、
必要な取組みを実施していきます

客引き行為等の防止対策 96 96 96
引き続き、客引き行為等の防止対策を
実施します

中小企業や商工業の活性化を支援します

商工融資事業（利子補給金） 139 119 114
融資額の減による利子補給金の減を見
込んでいます

商工融資事業（信用保証料） 40 35 35
令和４年度は新設する資金の信用保証
料を含んでいます

ちよだ新産業振興・イノベーション
創出促進事業

30 － －
令和４年度の検討を踏まえ、必要な取
組みを実施していきます

区民が自主的に学習活動に取り組み、また、スポーツに親しめる環境づくりを進めます

新スポーツセンター基本構想の策定 7 － －
令和４年度に策定する基本構想を踏ま
え、令和５、６年度に設計を行います

障害者スポーツ・ｅスポーツ体験 7 7 7
引き続き、障害者スポーツやｅスポー
ツの普及啓発を進めます

豊かな歴史や文化資源、文化芸術を気軽に楽しみ、親しめる環境づくりに取り組みます

ちよだアートスクエア基本構想の策
定

5 － －
令和４年度に策定する基本構想を踏ま
え、令和５年度に改修工事に向けた現
状調査、令和６年度に設計を行います

地域力の向上を支援します

地域コミュニティ醸成支援 29 29 5
令和４、５年度はデジタルツールを活
用した地域コミュニティの活性化に係
る経費を含んでいます

コミュニティ活動事業助成 22 22 12
令和４、５年度はデジタルツールを活
用した地域コミュニティの活性化に係
る経費を含んでいます

男女共同参画社会の実現をめざします

ジェンダー平等推進行動計画の推進 4 4 4
引き続き、ジェンダー平等推進行動計
画に基づく取組みを推進します

人権侵害のない社会をめざします

DV対策の推進 28 28 28 引き続き、ＤＶ対策を推進します

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和４年度

予算額
令和５年度

見込額
令和６年度

見込額
見込額の考え方
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■環境まちづくり部 

 

 

（単位：百万円）

事業名

地域ごとのまちづくりのルールをつくります

公共空間活用検討会 5 5 0
令和4・5年度はプラットフォームの
あり方検討策定経費を含んでいます

ウォーカブルなまちづくりの検討 8 8 8
引き続き、ウォーカブルなまちづくり
を推進します

エリアマネジメント推進ガイドライ
ンの検討

4 令和４年度完了

川沿いのまちづくりガイドラインの
検討

4 令和４年度完了

地区の計画等の検討 27 16 13
引き続き、地区の計画等の検討を推進
します

秋葉原地域まちづくりの推進 7 － －
まちづくりの動向を踏まえつつ、秋葉
原地域のまちづくりを推進します

飯田橋・富士見地域まちづくりの推
進

15 3 3
引き続き、飯田橋・富士見地域のまち
づくりを推進します

神田駿河台地域まちづくりの推進 203 253 81
御茶ノ水駅聖橋口駅前広場機能整備の
事業進捗を見込んでいます

神田駅周辺地域まちづくりの推進 9 3 11
引き続き、神田駅周辺地域のまちづく
りを推進します

地区計画の見直しの検討 4 令和４年度完了

多様な暮らし方に対応した住まい・住環境づくりを進めます

マンション管理の適正化の推進 11 6 6
令和５・６年度は令和４年度に開始し
たマンション管理計画の認定制度の経
費の減を見込んでいます

だれもが移動しやすい環境の整備を進めます

放置自転車対策 243 150 150
令和4年度は放置自転車保管場所の改
修工事を含んでいます

歩道のセミフラット化 20 100 100
令和5・6年度はセミフラット化の事
業進捗を見込んでいます

道路整備計画システムの構築 10 1 1
令和4年度はシステムの構築経費を含
んでいます

電線類地中化の推進 929 265 590
大神宮通り、多町大通り南周辺、和泉
公園周辺、二七通りの事業進捗を見込
んでいます

歩道の設置・拡幅整備 337 20 －
明大通りⅡ期、五十通り、神田駅ガー
ド下、和泉橋地域の事業進捗を見込ん
でいます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和4年度

予算額
令和5年度

見込額
令和6年度

見込額
見込額の考え方
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（単位：百万円）

事業名

だれもが移動しやすい環境の整備を進めます

橋梁の整備 1,107 2,501 2,345
お茶の水橋、後楽橋、雉子橋の事業進
捗を見込んでいます

自転車通行環境整備 390 110 630
神田警察通りの事業進捗を見込んでい
ます

建物の耐震化を促進します

建物の耐震化等促進事業 505 403 403
耐震診断や耐震改修等の助成経費を見
込んでいます

身近な緑を増やし、うるおいのあるまちをめざします

生物多様性の推進 15 15 16
引き続き、生物多様性の推進を実施し
ます

外濠の水質改善対策 215 215 215
引き続き、外濠の水質改善を実施しま
す

緑地帯及び緑道等維持 354 354 354
引き続き、緑地帯及び緑道等維持を実
施します

公園・児童遊園の整備 192 － －
令和4年度は公園・児童遊園等調査及
び愛全公園工事を含んでいます

外濠公園総合グラウンド整備 523 令和４年度完了

東郷元帥記念公園の整備 285 365
令和5年度の工事完了を見込んでいま
す

錦華公園の整備 227 243
令和5年度の工事完了を見込んでいま
す

地球に優しい環境づくりを進めます

ヒートアイランド対策・暑熱対策の
推進

53 36 44
令和4年度はヒートアイランド現象調
査経費等を含んでいます

地球温暖化対策の推進 63 63 63
引き続き、地球温暖化対策の推進を実
施します

第4次実行計画の推進 11 3 3
令和4年度は次期実行計画の策定経費
を含んでいます

資源循環型都市をめざします

災害廃棄物処理計画の策定 6 令和４年度完了

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和4年度

予算額
令和5年度

見込額
令和6年度

見込額
見込額の考え方

-35-



■政策経営部・その他 

 

※「総合計画の策定」は、令和４年度完了。 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

事業名

防災意識の普及・啓発 12 12 12
引き続き、防災意識の普及・啓発を実
施します

広報千代田 74 74 74
引き続き、広報千代田の発行・配布を
実施します

パブリシティ活動 6 6 6
引き続き、パブリシティ活動を実施し
ます

文書管理業務 52 － －
令和４年度の公文書電子化に向けた取
組み状況を踏まえ、令和5年度以降、
文書管理業務を実施します

公金収納代行等手数料 34 16 16
令和４年度は初期導入経費を含んでお
り、令和５年度以降は運用経費のみを
計上しています

情報セキュリティ対策の推進 22 22 22
引き続き、情報セキュリティ対策を推
進します

デジタル化の推進に向けた調査検討 134 182 149
デジタル化の推進に向けた調査検討の
事業進捗を見込んでいます

キャッシュレスの推進 13 72 11
令和５年度から全ての窓口でキャッ
シュレス決済導入を見込んでいます

職場環境改善・事務効率化の推進 65 73 101
職場環境改善・事務効率化の推進の事
業進捗を見込んでいます

デジタルデバイド対策 11 11 11
引き続き、デジタルデバイド対策を実
施します

みんなで助けあう減災のまちづくりを進めます

区民の参画・協働と開かれた区政を実現します

質の高い、効果的で効率的な区政運営を推進します

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標 令和4年度

予算額
令和5年度

見込額
令和6年度

見込額 見込額の考え方
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R4.2.16

2月 10日 (木) （告示日） １：３０ 議運

2月 11日 (金) 建国記念の日

2月 12日 (土)

2月 13日 (日)
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令和４年第一回区議会定例会の開会にあたり、私の区政運

営における所信を申し上げます。 

 

Ⅰ 新型コロナウイルス感染症対策について 

 

はじめに、新型コロナウイルス感染症対策について申し上

げます。 

我が国においては、昨年末から懸念されていた新型コロナ

ウイルス感染症の第６波が到来しました。新たな変異株・オ

ミクロン株による感染拡大の勢いは依然として衰えることが

なく、連日、全国で数万人規模の新規感染者が報告されてい

ます。東京都に２月 13日までの期間で発出されておりました

「まん延防止等重点措置」の適用も来月６日まで期間が延長

されました。千代田区におきましても年明けから感染拡大が

続き、今月に入り連日 100 人前後の新規感染が報告されてい

ます。都の確保病床の使用率は 2月 15日現在、58.8％に上っ

ており、区の確保病床使用率も中等症病床 20床のうち 65％、

また重症病床２床のうち１床を使用するに至っていることか



                                                                          

 

- 2 - 
 

ら、予断を許さない状況が続いています。 

この間、感染者への対応等の件数が激増し、保健所の業務

がひっ迫しております。オミクロン株は、昨年夏の第５波の

ときと違い、無症状者や軽症者が多い傾向にありますが、圧

倒的な感染者数の増加により、感染者や濃厚接触者に対する

聴き取り調査、自宅療養者の健康観察や体調急変時の対応な

どに追われる日々が続きました。そのため区では、保健所以

外の職場から延べ 20名の職員を派遣して、業務が滞ることが

ないよう全庁一丸となって応援体制を整えました。１月末よ

り軽症者の健康観察を東京都の窓口、「うちさぽ東京」で対応

することになり保健所業務がやや軽減したものの、中等症、

重症の方が徐々に増加しており、体調急変時の対応が必要と

なっています。そのため、区内では、かかりつけ医による健

康観察に加え、80 近くの医療機関と 40 を超える薬局が経口

薬の処方を実施しており、重症化予防の取り組みが進んでい

ます。 

感染予防や重症化リスクの低減には、３回目のワクチン接
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種が有効であると言われております。本区では希望する区民

の方が一日でも早く接種できるよう、早い段階から準備を進

め、２回目接種から６か月経過後に前倒しての接種をできる

体制を構築しています。２月 16 日現在、全体では 23.1％、

65 歳以上の高齢者の方では 61.4％が接種を終了しています。 

区民の命と健康を守るためには、ワクチンの早期接種が大

きな鍵となりますので、医療機関と連携し、引き続き、着実

な実施を進めてまいります。 

また、区の仕事の中には、区民が日常生活を営むうえで一

日たりとも休止することができない業務があります。現在、

感染や濃厚接触、または自宅待機となった子どもの養育等に

より出勤できない職員や関係者が増え、業務の停滞が懸念さ

れることから、不測の事態に備える必要があります。そのた

め、庁内各課に対して事業の優先順位等を定めた事業継続計

画いわゆるＢＣＰの再点検を行い、非常時であっても必要な

業務を停滞させることなく維持できるよう庁内の執行体制を

再確認したところでございます。 
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区の業務は地域住民の生活を支える基盤と言えますので、

各職場の感染予防にも努め、欠かすことのできない区民サー

ビスの提供継続に万全を期してまいります。 

 

Ⅱ 基本構想の策定について 

 

次に基本構想の策定について申し上げます。 

コロナ禍に見舞われて以降、私たちが当たり前としてき

た日常は一変しました。混迷を深めるこの時代にあっても、

誰もが希望を抱き、安心して生活できるように、活力ある、

明るい未来を切り拓いていかなければなりません。 

そのためにも、この難局を乗り越えた先にある社会を展

望し、新たな時代の基本構想を策定してまいりたいと考え

ております。区の将来像については、日本の政治、経済、文

化の中心として発展してきた千代田区の歴史と、伝統や文

化、そして多様な人々を大切にしながら、未来に向かって力

強く着実に前進する姿を描いてまいります。 
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新しい基本構想の策定にあたりましては、庁内で慎重に

議論を重ねたうえで、新しい基本構想のたたき台をお示し

してまいります。 

来年度は、区を取り巻く現状を踏まえるとともに、変化の

激しい社会情勢に柔軟に対応できるように、区民や学識経

験者、さまざまな分野における団体関係の代表者にも参画

をいただく（仮称）第４次基本構想策定懇談会を設置いたし

ます。懇談会においては、作成した基本構想のたたき台など

を材料に、活発にご議論をいただき、ご提言をいただきたい

と考えております。加えて、意見公募や住民説明会など、さ

まざまな場面を通じて区民の方から幅広く意見をいただく

機会を設け、区の将来像を共有しながら検討を進めてまい

ります。新たな基本構想の策定を通じて、千代田区に住み、

働き、学び、集う人々が、千代田に誇りを持ち、親しみを持

てるような構想をつくり上げてまいります。 

また、検討内容につきましては、随時、区議会にご報告し、

皆様のご意見をいただきながら、検討を進めてまいります。 
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区民の皆様、議員の皆様のご理解とご協力をお願い申し

上げます。 

 

Ⅲ 令和４年度予算案について 

 

●令和４年度予算案の特徴について 

次に、令和４年度予算案について、概要をご説明いたしま

す。 

はじめに予算編成にあたっての基本的な考え方を申し上げ

ます。新型コロナウイルス感染症との闘いは、感染の拡大と

縮小を繰り返しながら、２年が経過いたしました。コロナ禍

の２年間は、外出やイベントの自粛・制限によって、対面で

のコミュニケーションの機会が失われ、多くの生きがいや賑

わいの場が制約されるなど、これまで私たちがごく当たり前

に過ごしてきた日常に大きな影響を及ぼしました。 

こうした状況が長期化し、社会全体が閉塞感に覆われる中、

昨年末から新たな変異株であるオミクロン株による第６波が
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到来し、落ち着くことができない日々が続いています。 

しかしながら、私たちはこうした事態に直面しても、希望

に満ちた未来に向けて、区民生活に明るさと賑わいを取り戻

し、心豊かな地域社会を築いていくために、着実に前へ進め

ていかなければなりません。 

一方、これまで経験したことのないコロナとの闘いは、日

常の中に見直すべき点が多々あることに気づかされ、新たな

課題として認識することができました。感染防止を踏まえた

新しい生活様式への移行をはじめ、これまで遅れが生じてい

たＤＸの推進、多様で柔軟な働き方をそれぞれが選択できる

働き方改革など、あらゆる社会システムに対する変革が求め

られています。 

こうした状況を受け、私たちは一日も早く、新たな社会シ

ステムを取り入れ、適応するための取組みに着手しなければ

なりません。これまで連綿と受け継がれてきた常識を変革す

ることは容易なことではありませんが、コロナ禍にある今、

期せずして常識を変えるという機運が社会に醸成されつつあ
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る中で、変革の機会が訪れていると確信しております。  

本区はこの機会を逃すことなく、コロナ禍という未曽有の

危機を変革するための「チャンス」と捉え、さまざまなこと

へ果敢に「チャレンジ」し、未来に向けた「チェンジ」を促

すあらゆる取組みをスタートいたします。特に、コロナ禍に

よって気づかされた課題を解決するための取組みに関して

は、単にコロナ禍以前の日常に戻るのではなく、「多様性を

認め合い、包摂する社会」の理念のもと、希望に満ちた未来

を描いていくための新たな一歩を踏み出すための「持続可能

な復興」に注力していくことが重要であると考えております。 

こうした考え方のもと、令和４年度当初予算案は、区民の

皆様の日々の生活をしっかりと支える施策を展開しながら

も、希望に満ちた未来を切り拓いていくため、コロナ禍の長

いトンネルを抜け出そうとする今を、昇る朝日に向かって動

き始める「希望の明日（あす）につなぐ あけぼの予算」と名

付け、職員一丸となって取り組んでいく予算案を編成いたし

ました。 
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●令和４年度予算案の規模 

次に、令和４年度予算案の規模について申し上げます。 

一般会計は、691億７千 700万円、前年度に比べ 52億２千

600万円、8.2％の増となりました。また、特別会計を加えた

全会計の合計は、817億１千 700万円、前年度に比べ 52億４

千 400万円、6.9％の増となっております。この予算額は、当

初予算としては過去最大の規模となっております。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けて、世

界経済は一様に落ち込みを見せ、実質国内総生産においては、

一時、リーマンショックを超える状況にまで落ち込みました。

我が国においても諸外国と同様、一時厳しい経済状況に陥り、

その傾向が継続するものと判断し、本区の前年度の予算編成

に際しては、例年になく厳しい歳入の見通しを計上しており

ました。 

一方、昨今は世界経済の持ち直しが続くことが見込まれて

おり、我が国も感染の動向を注視しながら、社会経済活動を
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継続する中で、景気が力強さを増していくことが期待されて

います。また、この状況を反映するように、税収も堅調な動

きを見せており、コロナ禍の厳しい状況においても、比較的

安定した歳入を確保することができました。 

そのため、令和４年度の歳入予算については、現状を鑑み

て、特別区税は前年度に比べ、約７億７千万円、４％の増を

見込んでいるほか、特別区財政調整交付金についても、原資

となる今年度の調整税等の状況を踏まえ、前年度に比べ、約

17億６千万円、45.3％の増を見込んでおります。 

歳入の見通しに明るい兆しがある一方で、感染拡大を受け

た緊急事態宣言や、まん延防止等重点措置等の相次ぐ発出に

よって、区内の飲食店をはじめ、中小事業者に対する影響は

甚大であり、区民の皆様の家計に与える影響も深刻な状況に

あります。また、各種イベントの中止や縮小が相次いだこと

から、長引くコロナ禍は経済的な影響のみならず、精神的に

も大きな負担を与えております。 

令和４年度予算案は、こうした区民の皆様の負担や不安を
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少しでも払拭できるように様々な施策に注力することとしま

した。そこで、コロナ危機という不測の事態が継続している

ことを踏まえ、区民の皆様の明日の生活を支えるため、財政

調整基金を投じて諸施策を講じるべきであると判断し、これ

まで積み立ててまいりました財政調整基金から約 29 億円の

繰り入れを行い、その財源を補うことといたしました。 

あわせて、予算の適正配分を図るために、経常的経費につ

いて一定規模の縮減を促すことで既存の事務事業の再点検を

行うとともに、事業の再構築等にも取り組んでまいりました。 

こうした内部努力や歳入増によって、令和４年度予算案の

経常収支比率は前年度に比べて 2.2 ポイント減少し、84.7％

となりました。これは「千代田区行財政改革に関する基本条

例」に規定している 85％程度の財政指標から乖離はなく、安

定した財政基盤が確保されたものとなっており、引き続き強

固な財政基盤の維持に努めてまいります。 

 

●令和４年度予算案の具体的な取組み（四つの柱） 
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次に、令和４年度予算案の具体的な取組みについて申し上

げます。 

今回の予算案については、先に述べた特徴を踏まえた上で、

四つの柱を立てて、編成いたしました。 

一つ目は、「千代田区ＤＸ」です。 

日々著しく進展するデジタル技術は、今や私たちの生活に

必要不可欠なものとなっており、特に行政におけるデジタル

技術の活用は、経済の活性化を促すことや地域課題の解決の

ための重要な取組みとなっています。 

一方、社会は新型コロナウイルス感染拡大によって大きく

変化しており、接触機会を減らし利便性を向上させるための

対策や区民の生命を守り地域経済を再生するための取組みな

ど、デジタル化を手段とした新しい生活への移行が急務とな

っています。 

私は区長就任時より、デジタル化を手段として、区民生活

をあらゆる面でより豊かに、良い方向に変化させるとともに、

業務そのものやプロセス、組織文化・風土を変革することを
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目的とした、ＤＸの推進に取り組んでまいりました。 

取組みにあたりましては、若手職員を中心に構成するプロ

ジェクトチームを立ち上げ、区民サービスや働き方の改革な

ど、先入観にとらわれることなく、自由で柔軟な発想をもっ

て検討を重ね、その結果を本区の将来ビジョンを描いた「Ｄ

Ｘ戦略」として策定し、本定例会においてお示しする予定で

す。 

私たちは、基礎的自治体として、まずは「行政サービスの

スマート化」に取り組むこととし、一部業務において、待た

せない窓口のための来庁オンライン予約やキャッシュレス決

済を導入し、ワンストップで書かせない窓口を実現するため

の実証実験や手続きのために窓口に来させない、迷わせない

ための区独自のポータルサイトや手続きナビゲーションの構

築を進めてまいります。 

また、ＤＸを進めるにあたりましては、利用者が得る便益

を第一に考え、すべてをデジタル化するのではなく、不慣れ

な方には、窓口等において、より丁寧な対応や紙媒体等でご
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案内を併用するなど、必要に応じて、人手によるサービスを

組み合わせることにより、一人ひとりのニーズにあった区民

サービスを提供していくことが必要であると考えます。 

いずれにいたしましても、ＤＸの推進により、区民が、い

つでも、どこでも、一人ひとりのニーズにあったサービスを

選択することのできる、多様な幸せが実現できる社会をめざ

すとともに、事務の効率化や職場環境改善等を図ることで、

私たちの職場をより働きやすいものへ変革してまいります。 

二つ目は、「ウォーカブルなまちづくり」の推進です。 

改定都市計画マスタープランは「つながる都心」を目指す

べき将来像としています。この将来像の実現に向け、人々の

交流と賑わいを創出するとともに、コロナ禍を克服し、地域

に明るさを取り戻すために、「ウォーカブルなまちづくり」

を進めるものであります。 

千代田区は、我が国の中心として、政治、経済、教育、文

化など様々な都市機能が集積し、多くの人材が交流するなか

で、質の高い多様な社会サービスが受けられる唯一無二の都
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市として発展してきました。しかし、新型コロナのパンデミ

ックにより、一時、「灯（あかり）が消えたようなまち」と

なったことはご案内のとおりです。多くの人々が外出を控え、

住まいに籠る生活を強いられ、活発な都市活動をよりどころ

にしていた地域経済は疲弊しました。 

一方で、リモートワークの進展やネットスーパーの普及な

ど、働き方や暮らし方が変わりました。アフターコロナは、

コロナ前に戻るのではなく、ニューノーマルを前提に新たな

都市生活へと進化していかなければなりません。 

足掛け３年にわたるコロナ禍の中で、私たちは改めて二つ

の価値に気づきました。一つは、道路や公園、河川など、屋

外空間の大切さです。そして、もう一つは、人と会い、喜び

や感動を共有するリアルな交流の大切さです。 

そこで、道路や公園、広場、水辺などを快適で居心地の良

い「まちのリビング」に変え、人と人とのリアルな交流を生

む「ウォーカブルなまちづくり」を進めます。 

具体的な取組みとして、昨年５月には、ウォーカブル推進
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都市にエントリーし、都市づくりのハードと文化・産業・観

光などのソフト両面から組織横断的に検討を進めてまいりま

した。議会とも議論を重ねる中で、令和４年度にかけてウォ

ーカブルまちづくり戦略を策定してまいります。 

また、令和４年度は、歩道のセミフラット化の推進や千鳥

ヶ淵緑道の高度な維持管理など道路環境の改善を着実に進め

るとともに、戦略に基づき、パーキングや広場など既存スト

ックを居心地の良い空間に変える「プレイスメイキング」の

実証実験など、計画や戦略を「実行」に移す取組みを進めま

す。 

さらに、ウォーカブルにとって重要な要素である水辺のポ

テンシャルを発揮させるため、川沿いのまちづくりガイドラ

インを策定してまいります。 

三つ目は、「2050（にせんごじゅう）ゼロカーボンちよだ」

の実現に向けた取組みです。 

一昨年６月、区議会は全会一致で「気候非常事態宣言」を

決議されました。私もこの危機感を共有し、昨年 10月地球温
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暖化対策条例を改正し、11月には気候非常事態を宣言いたし

ました。これにより、私たちの子や孫の世代のためにも「ゼ

ロカーボンちよだ」という困難な課題に区議会とともに取り

組む決意を示したものであります。 

2050年にゼロカーボンを実現するうえで、2030年までの取

組みが重要です。地域推進計画では、2013年比で 42.3％削減

することを目指していますが、これをさらに戦略的に進める

ために、2030年までに区内でゼロカーボンを達成する地域の

創出に挑戦いたします。 

千代田区は、政治経済の中心地として活発な都市活動が繰

り広げられており、その結果、大量の CO２が排出されていま

す。その約８割が区に集積する事業者の業務活動によるもの

であり、業務系の CO２排出量の削減が「ゼロカーボンちよだ」

実現のカギとなります。 

一方で、地球温暖化や気候危機を背景に脱炭素社会実現に

向けた取組みが加速する中で、環境対策は経済成長を妨げる

ものではなく、成長の機会と捉えられるようになりました。
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技術革新により CO２排出量を削減し、持続可能な社会を実現

させる「ＧＸ・グリーントランスフォーメーション」の考え

方も浸透してまいりました。この劇的な変化（パラダイムシ

フト）を背景に成長が期待されるエネルギーや運輸、自動車、

情報・通信、都市開発などの分野の企業群が集積しているこ

とは、千代田区の強みとも言えます。 

こうした地域特性を活かし、業務地域をターゲットとして

2050年に先駆け、2030年までに区内にゼロカーボン地域を出

現させることを目指します。 

具体的な取組みとして、大丸有地域などにおいて、徹底的

な省エネやエネルギーエリアマネジメントの推進、先端技術

の実装などともに、地方と連携した RE100（アールイー百）電

力の導入などにより実現は十分に可能であると認識していま

す。 

先般、これを後押しするように、環境省が 2030年度までに

ゼロカーボンを先行して実現する「脱炭素先行地域」の選定

を行うため、地方自治体に対する計画提案の募集があり、区
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としても採択に向け、具体的な検討を開始いたしました。 

また、令和４年度予算では、地方と連携し、環境付加価値

がある産地指定の再生エネルギー由来の電力の供給促進や、

地方における再エネ発電施設支援などの検討をしてまいりま

す。このような取組みは、先行地域の提案としても非常に有

益であると認識しています。 

さらに、家庭や中小事業者に向けて、再エネ電力への切り

替えについて理解促進を図るとともに、啓発品の支給や環境

配慮の認証を行うことで普及を図ってまいります。 

加えて、千代田区に集積するＧＸの知見や地方連携の取組、

そして、次世代を担う学生や子どもたちのメッセージを共有

し、発信するため「ゼロカーボンフォーラム」を開催いたし

ます。 

 

●令和４年度予算案の具体的な取組み（分野別重要施策） 

最後に、四つ目については、区民生活全般に関する重点施

策として、「区民の命と健康を『まもる』」、「生活を『さ
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さえる』」、「明るさや賑わいを『つくる』」の三分野から

なる取組みとなっております。 

まず、一点目は「区民の命と健康を『まもる』取組み」で

す。 

業務がひっ迫する保健所の体制強化をはじめ、これまで継

続して行っている「新型コロナウイルス感染症対策」等に時

機を逸することなく迅速かつ着実に取り組んでまいります。 

また、妊娠、出産、子育ての悩みを抱える妊婦や出産後の

母親に対するケアとして、保健師によるオンライン上での面

接を開始し、産後うつや児童虐待の未然防止に取り組んでま

いります。 

さらに、生活環境の改善に向けた取組みとして、公衆喫煙

所整備助成の拡充等を図り、喫煙所の設置を加速化させるほ

か、まちの風紀を保つために客引き行為等の防止対策として、

地域の巡回パトロールを強化いたします。 

次に、二点目はコロナ禍で疲弊した区民の皆様の「生活を

『ささえる』取組み」です。 
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 まず、障害や発達に課題のあるお子さんについては、そ

れを早期に発見し、適切な療育支援にいち早くつなげていく

ことが極めて重要となります。このため、専門の療育機関で

検査や療育等を受けた場合の助成対象を０歳児まで拡大し、

早期からの療育支援を推進するとともに、児童福祉法に基づ

く障害児通所支援サービスの利用者負担についても区の補助

対象を拡大し、保護者の負担軽減を図っていくほか、「さく

らキッズ」に看護師を新たに配置し、医療的サポートが必要

な場合にも安心して利用できるよう体制を強化いたします。 

また、児童・生徒等それぞれの多様性を尊重し、児童・生

徒等の状態に応じた指導・支援を受けることで、有意義な学

校生活を送ることができるように、学校・園に、心理や言語

の専門知識を有する人材や、特別支援学校等での指導経験を

有する人材を適切に派遣・配置し、児童・生徒等の状態に応

じた指導・支援を実施していくための体制の充実を図ります。 

さらに、富士見小学校に、知的障害特別支援学級を新設し、

多様なニーズに対応した指導・支援の充実を推進するととも
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に、小学校の知的障害特別支援学級に在籍する児童の通学に

際し、添乗員付きの車両を運行して、従来までの登校支援に

加え、小学校から自宅付近までの下校支援も行うことで、児

童本人と保護者の負担を軽減いたします。 

 次に、高齢者の支援に関しては、高齢者が地域の中で孤立

することなく、安心して日々の暮らしを送れるよう、これま

で神田地区のみであった高齢者の見守り相談窓口を麹町地区

にも増設いたします。 

また、高齢者がお薬手帳を使用する機会を利用して、医療

機関や介護事業所等の関係者が気兼ねなく見守り活動にあた

ることができる仕組みをスタートさせるほか、認知症高齢者

等の支援に積極的な区内の企業や大学の登録制度を創設する

等、地域における認知症サポート体制を強化し、隙間のない

見守り体制を構築いたします。 

三点目は、「明るさや賑わいを『つくる』取組み」です。 

コロナ禍によってダメージを受けた地域経済を活性化させ

るため、日本の政治・経済・文化の中心地として発展してき
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た本区の特性を活かし、千代田区にふさわしい新しい産業の

振興とブランド力の向上を図っていくための検討を開始いた

します。特に、スタートアップと称される革新的なビジネス

に取り組む事業者の支援として、区の資源である大学や企業

等との交流の機会をつくり、地域内でのイノベーション創出

を促すことで、区内産業を活性化させる方策を検討いたしま

す。 

また、コロナ禍によって衰退が懸念される地域コミュニテ

ィについて、デジタルツールを活用した新たなコミュニケー

ションが進んでいる一方で、年齢や階層等による格差、いわ

ゆるデジタルデバイドも課題となっています。この格差を解

消するため、区内でコミュニティ活動を行っている方々を対

象にしたスマートフォンアプリの体験講習会や個別相談など

のアフターフォローを実施するとともに、ＩＣＴ機器の活用

環境を整備する費用を助成するなど、デジタルツールを活用

した地域コミュニティ活性化の促進に取り組みます。 

令和４年度予算案につきまして、ただいま、ご説明いたし
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ましたが、未曽有の危機といわれる状況にあっても、区民の

皆様の明るい未来を拓き、持続可能な社会を実現するため、

私は、区民の皆様や議員の皆様のご理解とご協力をいただき

ながら、力強い区政運営に取り組み、令和４年度もさらに前

進を期してまいります。 

 

Ⅳ 議案 

 

最後に、今回提案いたしました諸議案についてでございま

す。 

まず、予算案件といたしまして、 

●令和３年度千代田区一般会計補正予算第９号の、１件、 

●令和４年度千代田区各会計予算が４件で、計５件でありま

す。 

 次に、条例関係でありますが、 

●新たに条例を制定するもの、１件、 

●条例の一部を改正するもの、11件の、計 12件で 
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あります。 

このほか、規約の一部を変更するもの、１件で、 

●今回の付議案件は、合わせて 18件であります。 

 

何とぞ、慎重なご審議の上、原案どおりご議決賜りますよ

うお願いを申し上げます。 

以上をもちまして、令和４年第一回区議会定例会の開会の

挨拶といたします。 

 ありがとうございました。  

 



 

令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について 

 
１ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査について 

1964年より実施（現行の形式は 2008年度より）。全国の小学校５年生、中学校２年生全員を対象として、実施している。 

 

２ 調査項目（実技） 

  小学校：握力（筋力）、上体起こし（筋力・筋持久力）、長座体前屈（柔軟性）、反復横跳び（敏捷性）、20ｍシャトルラン 

（全身持久力）、50ｍ走（走力）、立ち幅跳び（瞬発力）、ソフトボール投げ（投力・巧緻性）  計８種目 

  中学校：握力（筋力）、上体起こし（筋力・筋持久力）、長座体前屈（柔軟性）、反復横跳び（敏捷性）、20ｍシャトルラン

（全身持久力）【持久走と選択も可】、50ｍ走（走力）、立ち幅跳び（瞬発力）、ハンドボール投げ（投力・巧緻

性） 計８（９）種目 

  ※併せて、小・中学校ともに、生活習慣や食習慣、運動習慣等に関するアンケート調査も実施。 

  ※高等学校は、本調査の対象ではないが、運動能力調査は実施する。 

 

３ 全国・東京都・千代田区の比較 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国平均点を 50とする（赤線部） 

※男女とも、一番右側のグラフが体力合計点を示している。 
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４ 課題の整理と分析  

今年度は、令和元年度と比較して全国的にも千代田区においても、体力合計点が低い結果であった（令和２年度は、新型

コロナウイルス感染症の影響のため、任意実施であり集計・分析はしていない）。理由としては、以下のことが考えられる。 

○学校においても、体育の授業以外での体力向上の取組が減少 

○運動時間や運動の機会の減少 

○学習以外のスクリーンタイム（画面を見ている時間）の増加 

○肥満傾向のある児童・生徒の増加   など 

※いずれも、新型コロナウイルス感染症が影響していると考えられる。 

 

５ 今後の対応 

今後も引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響により、予測困難な時期が続くが、幼稚園・こども園、小学校、中学

校、中等教育学校において、自分の健康に関心をもち、体力を高め、運動習慣を身に付けることができるよう、特に以下の

点において、各学校・園の取組を支援・助言していく。 

○オリンピック・パラリンピック教育（「学校レガシー2020」としての継続） 

  スポーツを「する」、「みる」、「支える」を日常化、体育の授業の質の向上、運動の日常化  など 

○コオーディネーショントレーニングの推進    

  多様な運動への意欲向上と取組の継続 

体育授業の体つくり運動等に導入 

全校朝会、休み時間、放課後、運動部活動等の様々な機会での取組 など 

※令和４年度には「取組の継続に向けた教職員の理解・指導技術の向上」を目指す。 

※令和５年度には、「教育課程への位置付けを含めた取組の充実」を目指す。 

○「千代田区基礎体力向上プラン」の改善・改訂 

体力テスト等の結果を基に各校・園で改善・改訂 

令和４年度中に、体育健康教育推進委員会を中心として全体的な改訂を予定  など 

○研修会の充実 

  コオーディネーショントレーニングの実技指導研修会の開催 

  体力向上や健康への関心の向上に関する理論と実践  など 

 

【小学校：結果】 

調査項目のうち、全国の平均値を上回った項目 

男子：握力、反復横跳び、５０ｍ走、立ち幅跳び、ソフト

ボール投げの５項目 

体力合計点でも、全国・都の平均値を上回っている。 

女子：長座体前屈、反復横跳び、５０ｍ走、立ち幅跳びの 

４項目 

体力合計点でも、全国・都の平均値を上回っている。 

【中学校：結果】 

調査項目のうち、全国の平均値を上回った項目 

男子：５０ｍ走、立ち幅跳び、ハンドボール投げの３項目 

体力合計点では、全国・都の平均値を下回っている。 

女子：５０ｍ走、立ち幅跳びの２項目 

体力合計点では、全国・都の平均値を下回っている。 



１年 1 1 2 3

２年 2 2 4 4 4

３年 1 1 3 3 1 1 1

４年 1 1 5 5 1 2 2

５年 1 1 9 9 1 2 2

６年 1 1 2 16 16 1 2 2

１年 2 2 14 14 2 5 5

２年 1 1 23 25 11 12 9

３年 2 2 4 15 16 4 5 5
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等
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）

今年度
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7 17 99

いじめ、不登校、白鳥教室の状況（令和４年１月末の報告）

校種 学年

いじめ報告数 不登校者数 白鳥教室利用者数

今月
未解消

今年度
解消（転出含）

今年度
累計

今月
不登校者

今月
利用者数

103 21 26

中
等

（
後
期

）

計 合計 10
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教育委員会行事予定表

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

2 22 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

2 23 水

2 24 木

2 25 金 13:30～ 研究発表会 オンライン

2 26 土

2 27 日

2 28 月

3 1 火

3 2 水

3 3 木

3 4 金

3 5 土 10:00～ 九段中等教育学校　卒業式 九段中等教育学校

3 6 日

3 7 月

3 8 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

3 9 水

3 10 木

3 11 金

3 12 土 10:00～ 保育園　卒園式

11:00～ 神田一橋中学校通信教育課程　卒業式

14:00～ 新入生ガイダンス 九段中等教育学校

3 13 日

3 14 月

3 15 火 心をつなぐ体験授業 東京ジョイポリス 教育委員出席

1

Administrator
テキストボックス
 教育委員会資料 令和4年2月22日 子ども総務課



教育委員会行事予定表

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

3 16 水

3 17 木 10:00～ 幼稚園・こども園　修了式

3 18 金 10:00～ 麹町中学校・神田一橋中学校　卒業式

3 19 土

3 20 日

3 21 月

3 22 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

3 23 水

3 24 木

3 25 金 10:00～ 小学校　卒業式

3 26 土

3 27 日

3 28 月

3 29 火

3 30 水

3 31 木 未定 教育委員会臨時会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

2



教育委員会資料
令和4年2月22日
子ども総務課

開催日・
開催期間

住所は区立施設以外のみ
記入

区以外が主催のとき

1 子育て推進課 令和3年度子育て世帯への臨時特別給付金
令和3年度子育て世帯への臨時特別給付金の申
請期限の周知

申請期限=3月31日
(木)(必着)※新生児
は4月15日(金)まで

2 文化振興課 まちかどアート
「3331絵画クラブ」受講生の絵画作品をパネル
展示

3月14日(月)～18日
(金)

区民ホール

3 文化振興課 第5回文化芸術鑑賞チケット販売 区内劇場で公演するチケットを特別価格で販売
3月7日(月)～28日
(月)

4 文化振興課 四番町図書館　おはなし会 毎月開催している四番町図書館のおはなし会 毎週土曜11時～ 2階児童室 四番町図書館

5 文化振興課 図書フロア企画展示「千代田文人町」
明治から昭和にかけて千代田の街に暮した文豪
など、千代田区にゆかりのある文人を紹介

3月22日(火)～7月15
日(金)

日比谷図書文化館
(日比谷公園1-4)

日比谷図書文化館

6 生涯学習・スポーツ課
講座・講習会バウチャー制度令和3年度の申請
は3月16日(水)20時まで

バウチャー制度は、講習・講座補助金の申請期
限を周知

九段生涯学習館

7 生涯学習・スポーツ課 卓球教室1期
15歳以上の方(中学生を除く)を対象としたレベ
ル別の卓球教室

4月4日～5月9日の毎
週月曜(4/18を除く
全5回)

スポーツセンター スポーツセンター

「広報千代田」
3月5日号広報原稿一覧

子ども部・地域振興部（文化振興課、生涯学習・スポーツ課）15件

課 件　　　名 事　業　の　概　略
と　き 主催者会場



8 生涯学習・スポーツ課 キッズダンス(幼児・小学生クラス)
4歳以上の未就学児、小学生を対象としたダン
ス教室

4月12日～6月7日の
毎週火曜(5/3を除く
全8回)

スポーツセンター スポーツセンター

9 生涯学習・スポーツ課 はじめてのバレエエクササイズ
15歳以上の方(中学生除く)を対象としたバレエ
エクササイズ

4月3日～5月22日の
毎週日曜(全8回)

スポーツセンター スポーツセンター

10 生涯学習・スポーツ課 エアロビクス
15歳以上(中学生を除く)を対象としたエアロビ
クス

4月3日～5月22日の
毎週日曜(全8回)

スポーツセンター スポーツセンター

11 生涯学習・スポーツ課 リズムシェイプアップ＆チビッコ体操
①リズムシェイプアップ＝15歳以上の方(中学
生を除く)②チビッコ体操＝3歳以上の未就学児
を対象とした体操教室

4月20日～6月29日の
毎週水曜(5/4を除く
全10回)

スポーツセンター スポーツセンター

12 生涯学習・スポーツ課 次世代区相撲指導者講習会
アマチュア相撲選手、千代田区相撲連盟所属者
または所属希望者を対象とした相撲指導者講習
会

4月～令和5年3月の
毎月第2土曜(全12
回)

スポーツセンター 千代田区体育協会

13 生涯学習・スポーツ課 みんな元気で歩こう会
区内在住・在勤者を対象としたウォーキングイ
ベント

4月3日(日)
区役所前(集合)・清
水谷公園(解散)

千代田区体育協会

14 生涯学習・スポーツ課 ゲートボール講習会
区内在住・在勤者を対象としたゲートボール講
習会

4月9日～5月7日の毎
週土曜(全5回)

西神田公園 千代田区体育協会

15 生涯学習・スポーツ課 弓道大会 区内在住・在勤者を対象とした弓道大会 4月17日(日)13時～ スポーツセンター 千代田区体育協会
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